
第６０回地域連携手帳委員会（略称：手帳委員会）会議記録                               

      日時 令和５年６月２０日(木) １３時３０分～１３時５０分 

      会場 新津医療センター病院 大会議室  

      参加者   １３名   

 

１．連携手帳の現状と問題点 

・ケアマネ再度からみればデイを中心に１００％利用されている。 

 現状で満足しているようだ。 

・施設でコンピューター入力したものが増えて、その他の頁が抜かれていること 

 が頻繁にある。  

 いろいろな施設間での連携が大切であり注意を促してほしい。  

２．連携手帳の発展的活用 

  ・ACPのページの活用はどうか。 

   ACPのページをどのように使うのか。どのように見てくれるのか。 

   それが分かることで今後の課題も見えてくるのではないか。 

   →取りあえずは意識付けというところか。普及させるには啓蒙が必要。 

  ・手帳の大きな課題として医師が見てくれないというのがある。 

    患者もその後提出しないということになる。 

   医師にも啓発をお願いしたい。   

  ・嚥下困難 

   咀嚼の問題意外にもいろいろなケースがあり、食のサポートチームでは 

   嚥下１１０番を紹介している。 

    

３ その他 

   ・次回  令和６年９月１９日（木）１３時３０分 

新津医療センター病院 大会議室                                     

以上 


